
12 頁広報とままえ　２月号

令
和
２
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
18

日
の
２
日
間
と
決
定
。
町
長
か
ら
は
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
各
特
別
会
計

補
正
予
算
６
件
、
条
例
３
件
、
人
事
２
件
の
全
13
案
件
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た

そ
の
他
１
件
が
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
４
氏
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

審
議
の
中
で
、
議
案
「
苫
前
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
総
務
産
業

常
任
委
員
会
へ
付
託
・
審
査
す
る
こ
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
成
立
・
可
決
し
た

た
め
、
全
案
件
中
２
件
を
残
す
11
件
を
決
定
し
た
後
、
本
会
議
を
休
会
し
た
。

翌
18
日
は
、
同
常
任
委
員
会
で
議
案
審
査
し
た
後
、
本
会
議
を
再
開
、
磯
崎

常
任
委
員
長
が
、
当
条
例
案
の
可
決
と
、
公
民
館
利
用
者
が
負
担
す
る
使
用
料

と
の
不
公
平
感
解
消
に
努
め
る
こ
と
の
付
帯
決
議
を
報
告
し
、
当
議
案
は
委
員

長
報
告
の
と
お
り
可
決
、
残
る
発
議
１
件
も
決
定
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

№122

北海道苫前町議会 2021～住民の意見を行政に～

苫前郡苫前町字旭37番地の1

議会報発行
特別委員会
　　 委員長 　　
西　大志

　  副委員長  　
伊藤 まち子
　 　 委員 　 　
村本　隆
早川 日出利

一
般
質
問
に
４
氏
が
登
壇

 

第
４
回
定
例
会
が
終
了

主
な
議
案
と
質
疑

【
企
業
等
立
地
促
進
条
例
】

　

企
業
立
地
の
多
様
化
に
対
応

し
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た

め
苫
前
町
工
業
振
興
条
例
を
廃
止

し
、
新
た
な
支
援
制
度
を
定
め
た

条
例
を
制
定
。

　

 

伊
藤
議
員

　

時
代
と
共
に
変
化
が
必
要
。
問

い
合
わ
せ
や
脈
が
あ
り
そ
う
な
企

業
は
あ
る
の
か
。
リ
モ
ー
ト
等
、

コ
ロ
ナ
で
働
き
方
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。人
脈
も
活
か
し
誘
致
を
。

　

 

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

今
現
在
、問
い
合
わ
せ
は
無
い
。

周
知
し
な
が
ら
制
度
説
明
を
し
て

い
く
。

　

 

福
士
町
長

　

誘
致
に
向
け
最
大
限
Ｐ
Ｒ
に
全

力
を
尽
く
す
。

　 

村
本
議
員

　

投
下
資
本
２
７
０
０
万
円
、
雇

用
者
３
人
の
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば

対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

　 

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

固
定
資
産
税
減
免
は
、
投
資
と

雇
用
は
セ
ッ
ト
。
一
方
、
雇
用
奨

励
助
成
金
は
、
新
た
に
雇
用
し
た

場
合
が
対
象
と
な
る
。

　

な
お
、
町
内
業
者
は
、
新
た
な

増
設
が
対
象
で
、
既
存
の
改
築
は

対
象
外
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
】

質答答質答

補正の主なもの
●苫前地区コミュニティセンター建設工事関連費
●簡易水道事業特別会計繰出金
●介護保険給付費
●町営住宅施設等修繕料
●新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
●小麦貯蔵施設定温装置整備事業補助金

各特別会計補正額と総額
国民健康保険特別会計　　　補正額 △281万円
　　　　　　　　　　　　　総額 ４億5629万円
介護保険特別会計　　　　　補正額 2689万円
　　　　　　　　　　　　　総額 ４億5590万円
後期高齢者医療特別会計　　補正額 61万円
　　　　　　　　　　　　　総額 6149万円
簡易水道事業特別会計　　　補正額 141万円
　　　　　　　　　　　　　総額 １億3564万円
下水道事業特別会計　　　　補正額 80万円
　　　　　　　　　　　　　総額 １億8730万円
風力発電事業特別会計　　　補正額 5174万円
　　　　　　　　　　　　　総額 １億4947万円

一般会計 補正額と総額
補正額 6724万円
総額 63億5211万円
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設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項

を
定
め
る
た
め
制
定
。

　 

西
議
員

　

６
月
に
素
案
が
示
さ
れ
て
か

ら
、
今
回
の
条
例
提
案
に
至
る
ま

で
の
間
の
協
議
は
ど
の
よ
う
な
経

過
で
あ
っ
た
か
説
明
を
願
う
。

　 

成
川
総
務
財
政
課
長

　

条
例
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た

が
骨
子
の
変
更
は
な
い
。
業
務
委

託
に
つ
い
て
は
予
定
先
の
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

 

西
議
員

　

公
民
館
は
有
料
で
コ
ミ
セ
ン
が

無
償
な
ら
ば
、
利
用
者
負
担
に
差

が
で
き
る
た
め
、
町
民
に
不
公
平

感
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

が
、
教
育
委
員
会
と
負
担
割
合
に

つ
い
て
の
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。

　 

成
川
総
務
財
政
課
長

　

コ
ミ
セ
ン
は
教
育
施
設
の
扱
い

で
は
な
く
、町
内
会
施
設
で
あ
り
、

各
町
内
会
施
設
が
無
償
で
あ
る
現

状
に
鑑
み
て
提
案
し
て
い
る
。
教

育
施
設
と
の
一
体
的
な
提
案
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
コ
ミ
セ
ン
に

関
し
て
の
条
例
で
あ
る
。
説
明
不

足
と
の
指
摘
だ
が
、
６
月
の
説
明

以
降
議
会
か
ら
質
問
や
指
摘
も
な

く
、
当
初
の
説
明
と
基
本
的
に
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

【
動
議
提
出
】

 

提
出
者

　
西
議
員

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る
コ
ミ

セ
ン
と
公
民
館
の
利
用
料
に
不
公

平
感
が
生
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
詳
細
に
審
査
す
べ
く
総
務
産

業
常
任
委
員
会
へ
付
託
を
望
む
旨

の
提
案

　

採
決　

賛
成
７　

反
対
０

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

【
委
員
長
報
告
】

　

苫
前
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
条
例
は
令
和
２
年
12
月
17
日
付

託
さ
れ
、
原
案
可
決
の
審
査
結
果

を
報
告
し
た
。
ま
た
、
本
条
例
を

施
行
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
、
町

民
が
公
民
館
を
利
用
す
る
際
に
負

担
し
て
い
る
使
用
料
に
つ
い
て
、

不
公
平
感
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
町
と
し
て
予
め
解
消
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
る
付
帯
決
議

も
併
せ
て
報
告
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　 

伊
藤
議
員

　

町
有
林
管
理
費
の
素
材
生
産
販

売
業
務
委
託
料
の
詳
細
は
。

　 

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

霧
立
防
災
業
務
、
古
丹
別
川
改

修
工
事
の
土
捨
て
場
と
し
た
町
有

地
で
、
開
発
局
が
伐
採
し
た
立
木

が
パ
ル
プ
材
と
し
て
売
却
可
能
な

た
め
、
立
木
売
却
収
入
と
素
材
生

産
販
売
業
務
委
託
料
を
計
上
し

た
。

留
萌
地
域
公
平
委
員
会
の
委
員
の

選
任
同
意

 

菊
谷　

博
幸　

氏

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　

新
渡
戸
杏
子　

氏

質答質答

質答

阿
部
議
長
　

 

北
海
道
社
会
貢
献
賞
表
彰

　

こ
の
度
、
北
海
道
知
事
か
ら
阿

部
議
長
に
対
し
、
北
海
道
社
会
貢

献
賞
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
議
会
議
員
と
し
て
６

期
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
と

町
政
の
進
展
に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
12
月
17
日

の
第
４
回
町
議
会
定
例
会
前
に
仮

議
場
に
お
い
て
、
福
士
町
長
よ
り

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

第 

８ 

回

臨 

時 

会

11月９日
開催

地
元
特
産
品
販
路
拡
大
事
業
業
務

委
託
料
・
町
内
小
中
学
校
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
業
務
委
託
料
に
伴
う

補
正

 

８
３
１
万
円
追
加

一
般
会
計
総
額

 

62
億
７
５
４
４
万
円

第 

９ 

回

臨 

時 

会

11月27日
開催

職
員
の
採
用
、
異
動
、
人
事
院
勧

告
等
に
よ
る
人
件
費
の
補
正

　
　
　
　
　

９
４
２
万
円
追
加

一
般
会
計
総
額

 

62
億
８
４
８
７
万
円

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
備
品
購
入
契
約
の
締
結

 

１
２
６
２
万
円

特
別
職
の
給
与
条
例
及
び
町
職
員

の
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
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質 
問

伊
藤
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
康
管
理

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
外
出
や
会
合
の
自
粛
、

各
種
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
人
と

の
接
触
も
減
り
、
精
神
的
不
安
や

高
齢
者
の
認
知
症
の
進
行
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
感
染
症
が
怖
く
て
外
出
で
き
な

い
、
ま
た
は
自
分
が
感
染
し
た
場

合
、
会
社
に
損
害
を
与
え
た
り
、

人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を

心
配
す
る
コ
ロ
ナ
脳
や
コ
ロ
ナ
鬱

と
言
わ
れ
る
症
状
や
、
運
動
不
足

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
発
生
、
心

身
の
健
康
被
害
や
、
最
悪
の
場
合

は
孤
独
死
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
75
歳
以
上
の
単
身
者
を
対
象
と

し
た
「
お
楽
し
み
食
事
会
」
が
、

集
中
対
策
期
間
の
延
長
に
よ
り
中

止
と
な
り
非
常
に
残
念
。
こ
れ
に

続
く
企
画
や
新
た
な
健
康
管
理
を

ど
う
す
る
の
か
。

　
人
間
ド
ッ
ク
等
の
健
康
診
断
を

受
け
そ
び
れ
た
方
も
い
る
。
町
の

対
応
策
は
。

答 

弁

福
士
町
長

　
全
道
、
全
国
的
に
外
出
や
会
食

の
自
粛
、
各
種
行
事
の
中
止
な
ど

に
よ
っ
て
、
外
部
の
人
と
の
接
触

も
減
り
、
精
神
的
不
安
に
つ
な
が

る
な
ど
、
健
康
に
影
響
が
及
ん
で

い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
特
に
高
齢
者
は
、
介
護
予
防
事

業
の
多
く
が
感
染
予
防
対
策
に
よ

っ
て
中
止
さ
れ
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
生
き
が
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
感
染
予
防
対
策

の
た
め
に
利
用
者
や
職
員
の
行
動

範
囲
を
確
認
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
継
続
し
て
い
る
。

　「
お
楽
し
み
食
事
会
」
は
中
止

と
な
っ
た
が
、
参
加
者
に
贈
呈
品

と
簡
単
な
運
動
方
法
を
掲
載
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
予
定
と
聞

い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
感
染
予
防
対
策
の
徹

底
と
、
来
町
す
る
講
師
の
対
応
な

ど
も
考
慮
し
、
参
加
機
会
を
提
供

出
来
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

　
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
活
動

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
向
き
合
う
新
し

い
活
動
ス
タ
イ
ル
と
し
て
示
さ
れ

た
「
新
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
ス
タ
イ
ル
」
を
参
考
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
町
が

実
施
す
る
集
団
健
診
だ
け
で
な

く
、
苫
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
苫
前
厚

生
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
も
個
別

に
受
診
が
可
能
、
苫
前
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
も
受

診
で
き
る
の
で
、
健
康
診
断
を
受

け
そ
び
れ
た
方
は
、
各
医
療
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
の
上
、
受
診
し
て

ほ
し
い
。

質 

問

伊
藤
議
員

コ
ロ
ナ
関
連
相
談
窓
口
の
開
設

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
の
気
軽
な
相
談
先
と
し
て
役
場

内
に
「
コ
ロ
ナ
関
連
相
談
窓
口
」

を
開
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
あ
る
程
度
の
専
門
知
識
を
有
す

る
職
員
を
配
置
し
、
町
民
の
不
安

を
少
し
で
も
取
り
除
く
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
思
う
。

　
相
談
先
を
載
せ
た
貼
紙
を
、
各

家
庭
に
掲
示
し
て
も
ら
う
工
夫

を
。答 

弁

福
士
町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
回
覧
で
周
知

し
て
い
る
。
感
染
疑
い
な
ど
の
相

談
は
、「
か
か
り
つ
け
医
が
い
る

場
合
に
は
か
か
り
つ
け
医
」
へ
、

「
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合

や
相
談
先
が
無
い
場
合
に
は
北
海

道
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
連
絡
す

る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　
感
染
事
例
が
発
生
し
た
場
合
、

管
轄
の
保
健
所
の
指
導
の
も
と
で

市
町
村
が
対
応
を
行
う
が
、
保
健

所
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
町
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
相
談
は
保
健
福
祉

課
へ
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
生
活

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
不
安
に
つ
い

て
は
、
保
健
福
祉
課
か
ら
町
の
各

担
当
部
署
に
お
つ
な
ぎ
す
る
。
住

民
に
対
す
る
親
切
、
丁
寧
な
対
応

を
厳
に
心
が
け
る
よ
う
命
じ
て
い

る
が
、
徹
底
し
た
い
。

一
般
質
問

Ｑ．  コロナ禍における町民の健康管理
と相談窓口の開設を

Ａ．  民生委員による見守りや町内医療機関
での健診を後押し、保健福祉課に相談を

啓発された回覧チラシ



15 頁広報とままえ　２月号

質 
問

早
川
議
員

コ
ロ
ナ
情
報
の
周
知
は

　

町
内
に
は
持
病
を
抱
え
て
い
る

人
が
多
く
、
ま
た
高
齢
者
施
設
等

も
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
情
報

が
直
接
伝
わ
ら
ず
、
不
安
が
増
す

傾
向
に
あ
る
。

　

感
染
は
留
萌
振
興
局
管
内
と
だ

け
発
表
に
な
る
が
、
町
内
で
発
生

し
た
場
合
ど
の
関
係
機
関
に
、
ど

の
程
度
の
情
報
が
周
知
さ
れ
る
の

か
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
や
家
庭
内
感
染
が

増
加
し
て
い
る
中
、
留
萌
市
の
病

床
が
満
床
の
場
合
、
自
宅
療
養
で

の
隔
離
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
う

が
、
最
悪
の
場
合
の
対
応
は
。

　

公
的
機
関
の
発
表
よ
り
も
、
町

民
が
い
ち
早
く
情
報
を
知
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
な
ど
を
通
し
て
噂
が
先
行

し
、
誤
っ
た
情
報
が
拡
散
し
て
し

ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
互
い

に
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
っ
て
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
差
別
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
が
大
切
と
感
じ
る
。
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広

報
媒
体
に
よ
り
町
民
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
す
る
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
と
考
え
る
。

答 

弁

福
士
町
長

　

患
者
情
報
の
公
表
は
北
海
道
の

対
応
で
あ
り
、
範
囲
を
振
興
局
管

内
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

る
。
住
民
の
安
全
・
安
心
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
行
動
歴
な
ど
が
公
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
個
人
の
特

定
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、

住
民
の
不
安
を
増
大
さ
せ
て
し
ま

う
場
合
は
情
報
の
公
表
は
し
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
正
し
い
情

報
の
も
と
、
理
解
を
深
め
、
冷
静

に
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
た
い
。

　

自
宅
療
養
の
場
合
は
、
各
世
帯

の
状
況
に
よ
る
が
、居
室
を
分
け
、

ト
イ
レ
使
用
後
の
消
毒
、
入
浴
後

の
清
掃
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
対

応
が
難
し
い
場
合
は
宿
泊
施
設
が
必

要
と
な
る
が
、
あ
く
ま
で
保
健
所
の

判
断
・
指
導
に
よ
る
。
感
染
対
策
に

対
し
て
は
、
町
内
回
覧
等
で
の
発

信
や
、
人
権
を
重
視
し
た
適
切
な

情
報
の
提
供
に
全
力
を
尽
く
す
。

質 

問

早
川
議
員

未
執
行
予
算
額
は

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
に
よ
り
、
各
種
行
事
等
が
中
止

と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
執
行
さ

れ
な
か
っ
た
補
助
金
等
、
現
在
把

握
し
て
い
る
未
執
行
予
算
額
は
、

そ
し
て
こ
の
予
算
の
使
い
道
は
。

答 

弁

福
士
町
長

　

感
染
防
止
対
策
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
事
業
は
、
風
車
ま
つ
り
・

エ
ビ
篭
オ
ー
ナ
ー
・
特
定
検
診
事

業
・
地
域
介
護
予
防
活
動
推
進
事

業
な
ど
約
50
件
に
達
し
、
予
算
規

模
で
総
額
２
２
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見

え
な
い
中
、
政
策
や
事
業
の
立
案

が
難
し
い
情
勢
に
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
中
心
に
的
確
な
必

要
至
急
の
判
断
を
も
と
に
、
有
効

に
活
用
し
て
い
く
。

一
般
質
問

Ｑ．  不安のない町づくりのために、 
町民へメッセージの発信を

Ａ．  コロナ感染対策等適切な情報提供に全力



16 頁広報とままえ　２月号

一
般
質
問

Ｑ．  今後の産業支援策は？ 
町内産業に連動した再生エネルギーの模索を

Ａ．  変わらぬ支援を行う。 
雇用対策確保も含め新しい事業創出につなげていきたい。

質 

問

村
本
議
員

　

令
和
２
年
２
月
に
Ｊ
Ａ
苫
前
町

は
「
る
も
い
農
業
協
同
組
合
」
に
、

ま
た
、
令
和
４
年
４
月
に
は
道
央

農
業
共
済
組
合
が
全
道
一
円
の
特

定
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
組
合
に
な
る
こ
と

が
決
定
し
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
行
政
支
援
の
考
え

方
は
、
あ
わ
せ
て
生
産
現
場
に
望

む
こ
と
は
。

答 

弁

福
士
町
長

　

産
業
団
体
の
合
併
に
よ
り
、
指

導
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
低
下
に
伴

う
収
入
減
な
ど
産
業
団
体
の
不
利

益
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
あ
く
ま
で
も

苫
前
町
の
産
業
団
体
と
の
位
置
づ

け
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
次
産

業
の
情
勢
に
注
視
を
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
た
助
言
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
変
わ
ら
ぬ
力
強
い
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

質 

問

村
本
議
員

　

町
の
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に

は
、
一
次
産
業
の
安
定
的
発
展
が

何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に

町
内
の
産
業
と
関
わ
り
の
持
て
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
模

索
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

弁

福
士
町
長

　

リ
プ
レ
ー
ス
風
車
の
発
電
量
は

計
画
を
30
％
上
回
り
、
売
電
収
入

も
千
八
百
万
円
増
額
と
順
調
に
稼

働
。
自
主
財
源
確
保
に
は
有
効
な

手
段
と
考
え
、
今
後
も
増
強
を
前

提
と
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
情
報

分
析
を
行
っ
て
い
く
。
送
電
線
の

空
き
容
量
の
有
効
活
用
、
バ
イ
オ

マ
ス
や
水
素
燃
料
の
取
り
組
み
、

新
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
技
術
革
新
を
注
視
し
な
が

ら
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
可
能
な
限
り
本
町
施
策

へ
取
り
込
み
、
自
主
財
源
確
保
は

も
と
よ
り
、
雇
用
確
保
等
を
含
め

た
新
し
い
事
業
の
創
出
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

これまで水素燃料の実証実験が行なわれた



17 頁広報とままえ　２月号

一
般
質
問

Ｑ．  コミュニティを守るために自費
PCR検査に助成を

Ａ．  国、北海道の動静を見極め妥当性を検討

質 
問

西
議
員

自
費
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
助
成
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大

が
、
町
内
で
も
様
々
な
活
動
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
も
大
き
な
傷
が
生
じ
て
お
り
、

町
民
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
っ
て
の
田
舎

町
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
寸
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
憂

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
町
民
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
対
策
、
対
応
を
考
え
て
い
く
か

が
大
事
だ
と
思
う
。

　

中
止
が
決
定
さ
れ
た
成
人
式
や

出
初
式
を
は
じ
め
、
今
後
の
公
式

行
事
や
各
団
体
の
総
会
、
地
域
活

動
、
住
民
自
治
活
動
、
地
域
の
経

済
活
動
等
に
お
い
て
、
住
民
が
安

心
感
を
持
つ
た
め
に
、
自
ら
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
行
う
こ
と
は
、
あ
る
程

度
の
効
果
や
感
染
拡
大
の
防
止
に

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
様
々
な

活
動
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら

必
要
な
対
策
、
対
応
を
し
、
町
民

が
、
今
、
何
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
か
、
ど
う
す
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
共
存
で
き
る

の
か
を
考
え
、
一
歩
前
に
進
む
勇

気
を
持
つ
か
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と

感
じ
る
。

　

公
的
行
事
や
地
域
活
動
、
住
民

自
治
活
動
及
び
付
随
す
る
経
済
活

動
に
お
い
て
、
検
査
費
用
の
一
部

に
助
成
を
行
い
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
実
践
を
考
え
る
べ
き
。

答 

弁

福
士
町
長

　

現
在
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
正
確

性
、
検
査
後
に
も
感
染
の
可
能
性

が
継
続
す
る
こ
と
や
、
費
用
助
成

し
た
場
合
の
検
査
件
数
の
増
加
に

よ
る
通
常
診
療
の
圧
迫
の
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
費
検
査
に
対

す
る
費
用
助
成
は
慎
重
に
判
断
す

る
べ
き
も
の
と
考
え
、
他
自
治
体

な
ど
の
状
況
を
現
在
調
査
中
で
あ

る
。日
々
変
化
す
る
状
況
の
中
で
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
検
査
に
対
す
る
国
や
北
海
道

の
動
静
を
見
極
め
、
情
報
収
集
に

努
め
な
が
ら
、
公
費
投
入
の
妥
当

性
を
検
討
し
て
い
く
。



18 頁広報とままえ　２月号

総務産業常任委員会、臨海地域・議会報発行特別委員会、議会運営委員会

ふるさと納税の増額を目指して
小麦の品質向上に向けて定温装置の設置を補助

総
務
産
業
常
任
委
員
会

令
和
２
年
11
月
６
日
開
催

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

ク
ラ
ウ
ド
構
築
等

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
端
末
を
管
理
・
制
御
す
る
た

め
、
新
た
に
ク
ラ
ウ
ド
上
に
サ
ー

バ
ー
を
構
築
し
、
併
せ
て
教
育
用

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

導
入
。

地
元
特
産
品
等
販
路
拡
大
事
業

　

地
元
特
産
品
の
販
路
拡
大
と
ふ

る
さ
と
納
税
の
増
額
を
目
的
に
商

品
撮
影
・
宣
伝
費
５
５
０
万
円
を

追
加

令
和
２
年
12
月
３・
４
日
開
催

令
和
元
年
度
苫
前
町
教
育
委
員
会

事
務
事
業
点
検
評
価

　

評
価
結
果
の
報
告
及
び
公
表

苫
前
町
教
職
員
住
宅
整
備
計
画
の

見
直
し

　

平
成
26
年
３
月
に
策
定
し
た
教

職
員
住
宅
整
備
計
画
（
平
成
26
年

〜
令
和
５
年
）
に
つ
い
て
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
増
加
や
令
和
５
年
度

に
予
定
さ
れ
る
中
学
校
統
合
を
念

頭
に
見
直
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
包
括
支
援
交
付
金

　

児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染

拡
大
の
防
止
の
た
め
、
備
品
の
購

入
経
費
を
補
助
。

 

総
額
２
０
０
万
円

し
尿
等
収
集
運
搬
車
両
の
購
入

　

平
成
８
年
に
購
入
し
た
現
存
車

両
が
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
毎
年
故

障
等
が
発
生
し
、
作
業
に
支
障
を

来
た
し
て
い
る
た
め
更
新
す
る
も

の
。
購
入
費
の
財
源
と
す
る
過
疎

債
の
元
利
償
還
分
の
う
ち
、
交
付

税
措
置
さ
れ
な
い
３
割
相
当
分
を

６
年
間
、委
託
料
か
ら
減
額
す
る
。

地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の
事
業

　

乾
燥
調
製
し
た
小
麦
の
長
期
保

管
及
び
品
質
向
上
と
外
部
委
託
で

掛
か
っ
て
い
る
保
管
経
費
を
削
減

す
る
た
め
、
既
存
の
常
温
倉
庫
に

定
温
装
置
を
整
備
す
る
経
費
の
一

部
を
、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

を
活
用
し
て
補
助
す
る
。

事
業
主
体　

苫
前
町
農
業
協
同
組

合

 

補
助
金
額　

３
１
５
０
万
円

苫
前
町
企
業
等
立
地
促
進
条
例
の

制
定

　

本
町
の
企
業
誘
致
促
進
の
た
め
、

現
行
の
町
工
業
振
興
条
例
に
替
わ

り
、
町
企
業
等
立
地
促
進
条
例
を

制
定
、
対
象
業
種
を
現
条
例
の
製

造
・
加
工
業
の
ほ
か
に
、
旅
館
業

及
び
農
林
水
産
物
販
売
業
、
情
報

通
信
業
、
運
輸
業
、
学
術
研
究
・

専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
、医
療
・

福
祉
業
を
追
加
し
、
奨
励
措
置
対

象
の
投
下
資
本
総
額
を
５
０
０
万

円
以
上
か
ら
２
７
０
０
万
円
以
上

に
拡
充
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
に

加
え
、
町
独
自
に
２
年
間
、
２
分

の
１
を
免
除
、
雇
用
奨
励
助
成
金

を
新
た
に
交
付
す
る
ほ
か
、
引
き

続
き
土
地
や
建
物
の
斡
旋
・
提
供

等
の
便
宜
の
供
与
を
行
う
。

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
備
品
購
入

　

当
施
設
に
必
要
な
備
品
を
整
備

す
る
も
の
。

 

備
品
購
入
予
定
額　

３
９
７
万
円

 

補
正
予
定
額　

１
１
４
万
円

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
更
新

　

新
し
い
議
場
の
完
成
に
あ
わ
せ

て
５
年
間
の
賃
貸
借
に
よ
り
議
会

中
継
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
。

な
お
、議
会
が
未
開
催
の
と
き
は
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
電
子
掲
示
板
と

し
て
活
用
。

予
定
額　

 

年
３
４
６
万
円
×
５
年

間

 

合
計　

１
７
２
９
万
円

地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
つ
い
て

　

人
口
３
万
人
未
満
の
団
体
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
公
営

企
業
会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た
た
め
、
本
町
に
お
い

て
も
簡
易
水
道
及
び
下
水
道
事
業

の
移
行
事
務
を
執
り
進
め
る
。

町
営
住
宅
に
係
る
施
設
等
修
善
料

の
予
算
補
正

　

経
年
に
よ
る
退
去
修
繕
費
及
び

設
備
等
の
更
新
費
の
増
加
に
よ
る

予
算
補
正
。

石
油
給
湯
器
・
電
気
温
水
器
更

新
・
退
去
修
繕
等

GIGAスクール構想図

使用開始が待たれる議場

販路拡大を目指す地元特産品
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コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
生
活
様

式
が
一
変
し
、
各
種
活
動
も
自

粛
、
巣
ご
も
り
、
ス
ト
レ
ス
発

散
の
場
所
も
機
会
も
な
い
、
大

変
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
本
紙
が
皆
様
の

も
と
へ
届
く
頃
は
ど
ん
な
年
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

昨
今
の
葬
儀
の
様
変
わ
り
、

何
か
も
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
の

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
、
地
方
で
創
り

上
げ
て
き
た
文
化
・
風
習
を
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生

活
環
境
。
で
も
地
域
に
根
ざ
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
は
大
事

に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
毎
日

で
す
。

　

我
々
議
会
報
発
行
特
別
委
員

会
委
員
四
人
は
、
毎
回
ど
の
よ

う
な
編
集
に
す
れ
ば
皆
様
に
読

ん
で
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
の

様
子
を
お
伝
え
出
来
る
の
か
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
毎
年
四
回
お
手
元

に
届
き
ま
す
「
議
会
だ
よ
り
」

を
身
近
に
置
き
、
愛
読
書
の
一

部
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

 

文
責
／
村
本　

隆

編
集
後
記

 

補
正
額　

２
５
２
万
円

水
道
事
業
に
係
る
予
算
補
正

　

水
道
使
用
料
収
入
の
増
に
よ
る

消
費
税
納
付
額
の
増
及
び
薬
品
購

入
量
の
増
加
に
よ
る
。

 

補
正
額　

１
２
８
万
円

臨
海
配
水
池
更
新
事
業

　

事
業
費
が
最
も
安
価
な
既
存
配

水
池
と
同
じ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
を
採
用
し
、
令
和
３
年
度
に

更
新
す
る
。

工
事
概
要 　

２
億
５
１
２
３
万
円

役
場
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
及
び
苫

前
地
区
コ
ミ
セ
ン
建
設
工
事
の
予

算
補
正

　

設
計
変
更
に
よ
る
工
事
費
の
予

算
補
正
。

 

補
正
額　

３
３
７
７
万
円

苫
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補

助
金
随
時
監
査
結
果
報
告
に
関
す

る
対
応

　

保
健
福
祉
課
か
ら
の
説
明
と
再

発
防
止
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
。

臨
海
地
域
特
別
委
員
会

令
和
２
年
12
月
３
日
開
催

〇
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
修

　

運
用
開
始
か
ら
20
年
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
大
規
模
改
修

基
本
構
想
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

た
め
、
そ
の
整
備
方
針
を
踏
ま
え

策
定
し
た
基
本
設
計
を
説
明
。

・ 

道
の
駅
機
能
の
補
完
と
充
実

・ 

単
身
宿
泊
者
へ
の
客
室
対
応

・ 

外
構
改
修
と
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
離
着
陸
場
の
整
備

・ 

付
帯
設
備
改
修

・ 

避
難
施
設
と
し
て
の
機
能
維

持
・
拡
充

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

第
４
回
定
例
会
議
会
報
編
集
作
業

12
月
18
日

　

編
集
内
容
の
検
討

12
月
22
日

　

編
集
作
業
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検

討

議
会
運
営
委
員
会

令
和
２
年
12
月
９
日
開
催

○ 

意
見
案
の
取
り
扱
い

　

１
件
の
意
見
書
を
保
留
。

○ 

付
議
事
件

　

町
長
提
案

　

 　

 

条
例
３
件
、
予
算
７
件
、
同

意
１
件
、
諮
問
１
件

　

議
員
提
案

　
　

発
議
１
件

○ 

一
般
質
問

　

４
名
よ
り
７
件
の
通
告

○ 

会
期

　

12
月
17
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で

の
２
日
間

○
新
議
場
に
お
け
る
傍
聴
人
の
定

員
　

一
般
席
定
員
は
、
19
人
か
ら
車

い
す
利
用
者
２
人
を
除
い
た
17
人

（
固
定
席
）
に
臨
時
椅
子
６
人
を

加
え
た
23
人
と
す
る
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
施
行

　

苫
前
町
内
の
企
業
、
施
設
等

を
見
学
し
、
地
域
産
業
と
流
通

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
将
来

の
進
路
選
択
に
向
け
た
知
識
の

習
得
を
目
的
に
、
令
和
２
年
10

月
８
日
に
１
年
生
12
名
が
来
庁

し
、
仮
議
場
で
実
際
の
本
会
議

ス
タ
イ
ル
を
と
り
質
疑
応
答
を

行
っ
た
。

苫
前
商
業

 

高
等
学
校

企
業
・
施
設

 

見
学
会
の
実
施

ふわっと内部改修し道の駅を充実

定温装置を整備し小麦の長期保存と品質を向上



４年

宇佐美旬
しゅんぺい

平 くん

いつもより字のバ
ランスを整えて書
けました。名前も
かすれずに書けた
ので満足です。

『岩山』
４年

佐藤 璃
り く

空 くん

前よりももっと上
手く書けたし、名
前も前よりも少し
上手く書けたので
嬉しいです。次も
上手く書けるよう
にしたいです。

『岩山』
４年

仁木 颯
そ な

南 さん

「地」のはねが上手
くいきました。全体
のバランスもとれた
ので良かったです。
今度からは、墨の付
けすぎに気を付けた
いです。

『土地』

５年

鴨田 来
ら い む

夢 さん
宿泊研修で友達と一緒に
テレビを見て楽しかった
思い出を描きました。楽
しかった様子を背景の色
で表現しました。

『宿泊研修の思い出』
５年

鈴木 聖
しょうがく

岳 くん
ぼくが描いたのは宿泊研修で眠れ
なかったときに友達が助けてくれ
てうれしかった場面です。手を中
心に描くことで、見た人に気持ち
が伝わるようにしました。

『みんなで寝たこと』
５年

長井　翔
しょう

 くん

宿泊研修で苫前小
学校のみなさんと
ドッジボールをし
たことを描きまし
た。背景を赤くし
て、やる気を表現
しました。

『白熱! ドッジボール』

６年

明石 誠
せ い た

太 くん
何回も色を重ねて、いろい
ろな色を付けたところを工
夫しました。スチレンを使
ってスタンプをして色をつ
けたところも工夫しました。

『宇宙』
６年

秋山 七
な み

海 さん
色を重ねてぬるとこ
ろと細かい模様を彫
るのを工夫しました。
大きな月と木が見所
です。

『雪の日の夜』
６年

桧森 梨
り な

奈 さん
色を重ねて青い部分
が浮き出るようにし
ました。少しずつ模
様を変えて刷ること
を工夫しました。

『惑星』

新型コロナウイルス感染防止にご協力をおねがいします。
「新しい生活様式」の実践をお願いします！

　ご自身の症状に不安がある場合は、次の窓口にご相談ください。
電話番号 開設時間

体調についての相談
〇苫前町保健福祉課

専門窓口ではありません
0164-64-2215 平日　８：30～17：15

帰国者･接触者相談センター
〇 北海道新型コロナウイルス
感染症健康相談センター

0800-222-0018
（フリーコール） 24時間

〇留萌保健所 0164-42-8310 平日　８：45～17：30
〇厚生労働省電話相談窓口 0120-565-653

（フリーダイヤル）
9：00～21：00
（土日祝も含む）

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
は
じ
め
よ
う

ちびっこギャラリー
古 丹 別 小 学 校 児 童 の 作 品


